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要旨 

2020 年度に全面実施となる新学習指導要領において，現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の第一

に挙げられているのが健康・安全・食に関する力である。これらの資質・能力をはぐくむために，教科等横断的な

視点で教育の内容を組み立て，教科等間相互の連携を図っていくことが重要となってくることから，保健と他教

科との横断的学習はより多く展開されることが期待されている。保健教育の内容は｢生活｣そのものが学びの対象

となり，同様に道徳教育も｢生活｣全体に関わるものである。考え，議論する道徳によって，多様な価値観への気づ

きを得た子どもは，保健の授業で健康な生活を実現していくための知識や技能を身につけた上に，多様性・共生の

視点に立った深い学びができるのではないかと考え，3年生の保健｢毎日の生活とけんこう｣とケースメソッド教授

法を用いた道徳との横断的学習の授業実践を行った。 

 実践を通して，保健学習で目指す目標，道徳の授業で目指す目標をそれぞれ整理し，ねらいの共通点を意識して

実践したことで，それぞれの教科で学ぶ良さが見られた。また，養護教諭の専門性を活かした教材や提示資料の検

討，授業での子どもの思考の整理や健康についての知識の習得を促す関わりにおいて，担任と連携することで子

どもに学びが生まれた。 

 

キーワード：養護教諭 専門性 横断的学習 

 

１ はじめに 

 平成 29 年 3月に公示された新学習指導要領は，2020

年度に全面実施となる。そこには，教育の目的や目標

の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で

組み立てていくこと等を通して，各学校の教育活動の

質の向上を図っていくことに努めるものとされている
１）。筆者らは，昨年度，一昨年度にわたり小学校体育

科保健領域（以下「保健」）を核として他教科との横断

的学習による授業実践に取り組んできた２）３）。新学習

指導要領において，教科等横断的な視点に立って育成

されるべきものとして，現代的な諸課題に対応して求

められる資質・能力が示された。その第一に挙げられ

ているのが健康・安全・食に関する力である４）。この

資質・能力をはぐくむために，教科等間相互の連携を

図ることが重要となることから，保健と他教科との横

断的学習が展開されることが期待されている。 

 2 年間の実践において，横断的学習を進めるにあた 

----------------------------------------------------------------------- 

＊静岡大学教育学部附属静岡小学校 

＊＊静岡大学 

り，それぞれの教科としての学びの押さえが曖昧にな

らないよう教科としての目標を念頭に置いて授業実践

すること，｢教材の共通性｣に目が向いてしまうと教科

としての目標が曖昧になってしまう可能性があること

が課題として残った２）３）。これらの課題を踏まえ，今

回は｢特別の教科道徳｣に着目し，｢ねらいの共通性｣と

いう視点をもって，実践を行っていくこととした。 

保健教育の内容は，体・心・命を扱う生きることに

つながるものであり，｢生活｣そのものが学びの対象と

なると言える。そして，道徳教育は人格形成の根幹に

関わるものであり，子どもの｢生活｣全体に関わるもの

である５）。これら二つの教育の共通項として，生活そ

のものが学びの対象であること，そして，生活経験や

その子のもつ能力に関係なく，友だちと同じ土台で話

すことができることであると考えた。 

また，現在の子どもには肥満・痩身，生活習慣の乱

れ，メンタルヘルスの問題，アレルギー疾患の増加等，

多様な課題が生じている。また，身体的な不調の背景

には，いじめ，児童虐待，貧困等の問題が関わってい
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ることもあり，子どもは，多様化・複雑化した現代的

な健康課題を抱えている。このような中，養護教諭に

はすべての子どもが生涯にわたって健康な生活を送る

ために必要な力を育成する取り組みを，他の教職員や

家庭・地域と連携しつつ日常的に行うことが求められ

ている６）。その方法の一つが健康教育であると考えた

時，個別のいわゆる現代的な課題やテーマに焦点化し

た教育についても，教科等横断的な学習を通じて必要

な資質・能力を育成することが必要であると考えた７）。

心身の健康の保持増進に関する教育を新学習指導要領

によるカリキュラム・マネジメントで実現させていく

には，｢道徳｣との繋がりはとても大きいと思われる８）。 

このことから，｢保健｣と｢道徳｣においても横断的学

習が展開できるのではと考え，実践することとした。 

 

２ ｢道徳｣から｢保健｣へ繋がる横断的学習～多様な価

値観に触れる学び～ 

平成 27 年 3 月の学習指導要領一部改正により「特

別の教科道徳」が位置づけられた。これにより，道徳

教育は答えが 1つではない道徳的な課題を一人一人の

子どもが自分自身の問題と捉え，向き合う｢考える道

徳｣，｢議論する道徳｣へと転換が図られた９）。この｢考

え，議論する道徳｣を実践する手法の一つとして｢ケー

スメソッド教授法｣がある。ケースメソッド教授法は，

学習者が判断や対処を求められる模擬ケースを教材と

し，討論しながら意思決定や問題解決の実践力を磨く

ことを目的として開発された討論形式の授業である。

これにより期待される教育効果は様々なものがあるが
10），その中でも今回の横断的学習を構想するにあたっ

て着目したものが｢多様な価値観への気づき｣である。 

現在，共生社会の形成に向け，障害者の権利に関す

る条約に基づくインクルーシブ教育構築のため，特別

支援教育を進めていく必要があると考えられている
11)。通常の学級においても，発達障害を含む障害のあ

る子どもが在籍している可能性があることを前提に，

すべての教科等において一人一人の教育的ニーズに応

じた指導や支援が必要であるという考え方である。子

どもに起こっているメンタルヘルスの問題やアレルギ

ー疾患の増加等を現代的な健康課題として考えると，

子どもにも多様な人々がいるという視点をもたせてい

く必要があるのではないかと考える。中央教育審議会

答申では｢多様な人々が共に生きる社会の実現を目指

し，一人一人が多様性を尊重し，協働して生活してい

くことができるよう，各教科等の特質に応じた『見方・

考え方』と関連付けながら，教育活動全体での一層の

推進を図ることが求められる。｣とされている。『見方・

考え方』の具体として，保健領域では共生の視点に立

った関わり方が考えられる。ケースメソッド教授法に

よる道徳によって，多様な価値観への気づきを得た子

どもは，保健の授業で健康な生活を実現していくため

の知識や技能を身につけた上に，多様性・共生の視点

に立った深い学びができるのではないかと考えた。 

 

３ 授業実践 

(1) 実践方法 

A 小学校の 3 年生 3 クラスの児童(男子 49 名，女子

47 名，計 96 名)を対象に、各クラスの担任と養護教諭

のティームティーチングによる授業を行った。 

本実践は，3 年生の 1 クラスで先行実施し，その約

1か月半後に残りの 2クラスで後行実施した。 

 

(2)分析方法 

3 クラスの全単元終了後の振り返りシートから，保

健と道徳の横断的学習の価値につながるような言葉や，

養護教諭の専門性につながるような言葉を抽出の観点

として分析することとした。そこから，養護教諭の専

門性を活かし，道徳と保健とを横断的に学習すること

の価値を見出したいと考えた。 

 

(3) 3 年｢毎日の生活とけんこう｣の授業計画 

3 年生の保健学習の目標は，｢健康の大切さを認識す

る｣｢健康によい生活を続けることについて理解する｣

ことである 12)。3 年生の子どもは，健康とは，外で元

気に遊ぶこと，ご飯をしっかり食べられること，病気

にならないことなど，｢体が元気なこと｣であると考え

ているだろう。なかなか｢心が元気であること｣には目

が向かないと思われる。そこで単元の導入では，3 人

の人物のイラストとその生活の様子を提示する。絵か

ら受ける印象だけでなく，その人物の生活の様子を見

ていくことで，健康とは，心と体の状態が関係してい

ることや周囲の環境に要因があることに目を向けてい

くだろう。今までの保健学習の実践を振り返ると，一

時間一時間のつながりの意識が弱く，子どもの思考も

つながっていない授業になりがちであった。そこで子

どもに生まれる｢どうしたら心や体が元気になるのか

な｣という問いを全体に広げ，単元を通して子どもに目

的をもたせて考えさせるようにする。また，保健学習

は，知識・理解が重視され，講義形式の授業になりが

ちな傾向もある。そこで本単元では，生活に関するア

ンケート結果を提示したり，蛍光塗料とブラックライ

トを使って自分の手の汚れに気付く実験等を行ったり

する。また，養護教諭が担任とは異なる立場で専門的

な話をする場面を設定する。そうすることで，子ども

が実感を伴いながら健康についての知識を確実に身に

つけていくようにする。さらに，単元の中にケースメ

ソッド教授法を活用した問題解決型討論形式の道徳を

位置付け，集団生活の中で，多くの人が気持ちのよい

生活を送るためには，一緒に生活する人それぞれの感

じ方の違いにも目を向ける必要があることを実感でき

るようにする。話し合いや体験を通して身近な生活に
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おける課題を発見し，解決していく中で，健康の大切 

さに気付き，健康に過ごすためにどうすればいいのか

考え，今後の生活に活かしていこうとする態度を身に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つけていくことを願い，本単元を構想し，表 1のよう 

な授業の流れを計画した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 授業の流れ 
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保健学習を始めるにあたり，この学習に関連するケ

ースメソッド教授法を活用した道徳の実践を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この実践では，体調が悪くなってしまった友だちの

ことを先生に伝えるか，それとも秘密にするか話し合

った。授業前はほとんどの子どもが｢伝える｣という立

場だったが，｢友だちのために練習してきた主人公の気

持ち｣，｢会を楽しみにしている友だちの様子｣，｢病気

がうつってしまうかもしれない状況｣，｢仲良しの友だ

ちから言われた『絶対に秘密だよ』という言葉｣を根拠

に議論する中で，どちらの立場に立てばいいのか分か

らないと判断に悩み，もやもやした状態で授業を終え

た。子どもは，今までの生活経験や登場人物に対する

心情を根拠に，友だちの健康状態の見取りや，その場

に居合わせた時の判断・意思決定をしようとしていた。

しかし，健康についての知識が足りないために，判断

に迷ってしまうという実態があることが見えてきた。

そこで，健康についての知識を活かし，子どもがこの

ような判断が難しい場面に出合った際に，自信をもっ

て判断をしていくことや，話し合い・体験を通して健

康の大切さを実感していくことを願って実践を行った。 

 

(4) 保健 第①時｢けんこうな生活とわたし｣ 

始めに，子どもに 3 人の人物のイラスト(ランニン

グをしているおじいさん，夜 10 時までゲームをして

いる子ども，足を骨折している筋肉質な体格のお兄さ

ん)を提示した。そして，｢この中で誰が一番健康か

な？｣と投げかけた。子どもからは｢おじいさん！｣とい

う声が一斉に聞こえた。理由を尋ねると｢おじいさんは

走っているから健康になる。｣｢子どもは夜 10 時まで

ゲームをやって目が疲れている。｣｢お兄さんは骨折し

ているから元気がない。｣などが挙げられた。この段階

ではほぼ全員がおじいさんが一番健康だと思っていた。 

そこで，イラストではわからない詳しい状況(おじい

さんは｢早寝早起き｣｢薬を飲んでいる｣｢本を読むとき

はメガネ｣，子どもは｢毎日外で遊んでいる｣｢友だちが

たくさん｣｢好き嫌いが多い｣，お兄さんは｢3 食しっか

り食べている｣｢仕事が進んでいる｣｢字が見にくい｣｢何

日もお風呂に入っていない｣)を付け加えていった。も

う一度，｢誰が一番健康？｣と問いかけると，｢3 食食べ

ていて，仕事をしっかりやっているお兄さんが健康。｣，

｢友だちがたくさんいて，毎日外で遊んでいる子どもが

健康。｣など意見が分かれ始めた。改めて誰が一番健康

かを尋ねると，｢おじいさん｣に手を挙げる子が減り，

｢お兄さん｣に手を挙げる子が増えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に，子どもに｢私は健康だと思う人？｣と投げかけ，

挙手させると，健康だと思う子と，そうではないと思

う子がおよそ半々に分かれた。ここで子どもに｢健康っ

て何だろう？｣と問いかけ，ブレインストーミングを用

いて，｢健康｣とはどういうことなのか考えをたくさん

出させた。ある程度考えが出たところで，班で同じよ

うな考えのものをグルーピングしていく活動を行った。

それらに｢運動｣｢睡眠｣｢食事｣｢清潔｣などの名前をつけ，

クラス全体で共有していった。最後に，養護教諭が子

どもが出した言葉を使いながら，｢運動｣や｢食事｣は体

の元気につながること，｢友だちがいっぱい｣｢みんなと

仲良く｣は心の元気につながること，だから｢健康は体

と心が元気なこと｣だということを押さえた。 

 3 クラスのブレインストーミングの内容を比較する

と，共通した内容は｢運動｣｢睡眠｣｢食事｣に関するもの

であり，それ以外はクラスによって様々であった。後

行実施した２クラスの内，A組では｢明るさ•光｣といっ

た第⑤時の生活環境の学習に関わる内容や，｢コミュニ

ケーション｣｢ストレス｣｢元気｣｢友だち｣などの心に関

する内容が多く書かれていた。B組では｢目の健康｣｢排

便｣｢薬｣｢体調｣など，体に関する内容が出されていた。

内容を見比べると，何が健康につながるのかというと

らえに少しずつ違いが見られたが，これは一人一人の

健康についての考え方の多様性が表れた結果と言える

だろう。子どもによって｢健康とは？｣のとらえ方が違

＜ケースの概要＞ 

 3 年 1 組では 2 学期の間頑張ったご褒美と体が

弱いメイさんが 2 か月ぶりに登校してくるお祝い

を兼ねて，お楽しみ会をやることになった。クラ

スで一番ユーモアがあるアキラくんは，スバルく

んとマリさんと漫才をやる予定で，みんなもアキ

ラくんの出し物を楽しみにしていた。お楽しみ会

当日の朝，一緒に登校するためスバルくんがアキ

ラくんの家に着くと，アキラくんの顔は真っ赤。

｢アキラくん，熱があるんじゃないの？｣とスバル

くんが声をかけるとアキラくんは｢うん，もしかす

ると･･･でもこのことは絶対に秘密だよ！｣とスバ

ルくんに言った。(鎌塚，中村ら 2017)13) 

＜3 枚の絵を使った

教材との出合い＞ 
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うということを，授業を構想する上での軸とすること

で，多様な保健学習の展開につながると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業の様子＞ 

 

(5) 保健 第②時｢けんこうな 1日の生活のしかた｣ 

第①時に子どもが健康について付箋に書いて分類し

たものを模造紙にまとめ，第②時の最初に提示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本単元の軸となる“健康の模造紙”＞ 

 

模造紙を見せながら，子どもに｢健康ってどういうこ

とだったかな？｣と投げかけると，｢体の調子がよいこ

と。｣｢体も心も元気なこと。｣などの発言が出た。しか

し，教師は第①時の振り返りシートから，健康は体だ

けでなく心も元気であることという押さえが十分では

なかったと感じていたため，｢友だちがいる｣と書いた

付箋に注目させ，｢友だちがいると何で健康なの？｣と

投げかけた。すると，｢友だちは遊んでくれるから体が

元気になる。｣｢友だちとおしゃべりをすると心も元気

になる。｣｢友だちがいないと心が独りぼっちになって

しまう。｣などの意見が出され，心が元気なことも健康

にとって大切であることを押さえることができた。 

模造紙を見て，ある子が｢リズムが何で健康なのかが

わからない。｣と発言した。教師がその意見についての

考えを求めると，子どもからは｢8 時に寝て 6 時に起き

るとか。｣｢やることの時間を決める。｣｢1 日の過ごし

方。｣といった意見が出された。さらに，それらをする

ことが何で健康なのかと尋ねると，別の子から｢ダメな

生活からいい生活にするためだ。｣という発言が出され

た。その発言を聞いた他の子どもからは，｢ダメな生活

ってどういう生活？｣という疑問が投げかけられ，そこ

からゲームをやる時間や就寝時刻，食事について次々

と説明がされた。この話題の中で，事前に行った睡眠

と食事，運動についてのアンケートの結果を棒グラフ

にしたものを提示した。食事について，｢朝ごはんを毎

日食べていますか？｣という質問に対し，ほとんどの子

が｢毎日食べる｣と回答していた。運動について，｢晴れ

た日は外で毎日遊んでいますか？｣という質問に対し

ては，毎日遊んでいる，遊んでいないに結果が分かれ

た。睡眠については，学校のある日とない日それぞれ

の就寝時刻と起床時刻が大きく違っていた。グラフを

見て，「学校のある日とない日でバラバラ。寝る時間が

遅くなっている。」という気付きをもった子もいた。授

業をやった時期は，宿泊体験前だったため，寝る時間

が遅くなっている状況に触れながら「宿泊体験に健康

に行くために，どんなことをしたらいいのかな？」と

投げかけ，宿泊体験に向けての健康チェックカードに

考えを書いていった。自分たちのアンケート結果と宿

泊体験までの生活を結び付けることで，保健学習を自

分事として考えられるようにした。養護教諭は子ども

が健康チェックカードに書いた内容をもとに，食事，

運動，睡眠の 3 つのつながりが分かるように板書しな

がら，その関係性をまとめていった。｢朝ごはんを食べ

るためには早く起きる。｣｢朝ごはんを食べると運動も

しっかりできる。｣｢運動すると疲れてすぐ寝てしま

う。｣などの発言が出る中，寝ること，食べること，運

動することは｢繰り返し｣という発言が出てきたため，

その言葉で食事，運動，睡眠の調和の取れた生活が健

康に大切だということを押さえることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜子どもが“健康の大三角形”と表現した板書＞ 

 

 後行実施のクラスでは，｢今の健康と将来の健康って

どういうこと？｣｢生活リズムを整えるって何？｣とい

う子どもから出た問いを考える中で，｢寝る時間や起き

る時間が遅くなったりしない。｣｢それが睡眠や食事に

つながっている。｣｢ぐるぐる回って繰り返す。｣などの，

食事，運動，睡眠の調和に関する発言が，子どもから

出てきた。もう 1 クラスでは｢年末年始を楽しく過ご
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すための作戦を考えよう｣という投げかけに対し，女の

子の｢3 食食べないと生活リズムが崩れちゃう。｣と発

言したことから生活リズムの話題につながり，「寝るこ

と，食べること，運動することは全部つながっている。」

という発言が出てきた。それらの発言を意図的に板書

した黒板を見て，子どもから星座の呼び方になぞらえ

て「健康の大三角だ！」という言葉が飛び出した。 

 

(6) 保健 第③時｢体のせいけつ｣ 

授業の始めに，自分たちが健康についてまとめた模

造紙に注目するよう促した。そこに書かれている｢清

潔｣という言葉を指し，｢みんなは本当に清潔にしてい

るのかな？｣と問いかけた。すると，トイレの後や休み

時間に手を洗っているといった声が聞かれる中，｢一日

一日ハンカチって換えなくてもいいんじゃない。使っ

ていないんだったら｡｣｢使っていなくても換えなきゃ

ダメなんじゃないの。｣という考えのズレが生まれた。

そこでハンカチは持っているけど使っていない子と，

ちゃんと使っている子がそれぞれどのくらいいるか尋

ねてみると，クラスの 1／3 が使っていないことがわ

かった。使っている子にどのような時に使っているか

聞くと，トイレで手を洗った時，汗を拭く時，給食を

こぼした時，鼻血が出た時などの話が聞かれた。子ど

もは使ったハンカチは汚くなると思っている。そこで，

使ったハンカチがどのくらい汚れているかを見るため

に，ニンヒドリン反応実験を養護教諭が行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ハンカチのニンヒドリン反応験の様子＞ 

 

ニンヒドリンはタンパク質(アミノ酸)や尿素などに

反応して青紫色に発色する薬品である。この性質を使

いハンカチなどに付着した皮膚の汚れ，汗などを検出

することができる 14)。青紫色に染まったハンカチを見

た子どもは，｢すごく汚い。｣｢見えない汚れがたくさん

あった。｣と発言した。さらに，｢ハンカチがない時に

服で拭く。｣という声を全体に広げ，｢服で拭くってい

うことは？｣と尋ねると｢服が汚れちゃう。｣と発言した。

今回の実験結果をハンカチの汚れだけでなく衣服の汚

れと結び付けた子どもは，ハンカチや衣服を清潔に保

つ必要性に気付くことができたと思われる。 

続けて，｢今度はみんなの手を見てみよう！｣と投げ

かけ，蛍光塗料とブラックライトを使用した手の洗い

方実験を行った。“魔法のクリーム”と称した蛍光塗料

を子どもの手にのせ，十分手に伸ばした後，普段通り

の手洗いを行った。その後，ブラックライトを手に当

てて，白く残っているところがあるかどうか，自分の

目で確かめた。感想を聞くと，｢洗う前よりは汚くなか

ったけど，まだ汚れている部分があった。｣｢ちゃんと

きれいに洗ったつもりでも付いていたからびっくりし

た。｣などが聞かれた。養護教諭からは，目には見えな

い汚れに病気のもとになる菌が隠れていることがあり，

それによって病気になってしまうことがあることや，

きれいなハンカチや衣服に取り換えて毎日気持ちの良

い生活をすると，心も元気になることを伝えた。 

 後行実施のクラスでは，蛍光塗料とブラックライト

を使用した手の洗い方実験に代わって，手形寒天培地

を使った手の汚れ実験を行った。2 クラスそれぞれで

条件を決めて行ったが，あえて汚れた手の状態にした

もの(砂遊びの後，ほこりを触った後)と，手を洗った状

態のものとの差は歴然で，子どももその違いを見て，

「手洗いがとても大切なことが分かった。」｢こまめな

手洗いが必要｣などの感想を伝え合った。 

 

(7) 道徳 第④時｢かいてきな教室｣ 

ケースメソッド教授法を活用した道徳では，事前に

子どもにケース(子どもが頻繁に遭遇するであろう事

例をもとにした多様な課題が含まれた教材)とワーク

シートを配付し，ケースを読んで自分の立場や考えを

もった上で授業に臨むようにする。そして，授業の中

で課題や解決方法を見出していく過程を経験していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜｢かいてきな教室｣のケースの概要＞ 

 

ワークシートの設問は，自分がこのクラスのメンバ

ーだったら誰の立場に近いか，この場面でどんなこと

を考えるか，の 2 点である。授業では｢快適な教室に対

する感じ方や考え方の違う 5 人の登場人物の立場に立

って，みんなにとって快適な教室環境にするためにど

 残暑が厳しい 9 月，3 年 1 組の教室では暑がり

のリュウジくんが運動場側の窓を全開していた。

アトピー性皮膚炎のミドリさんは，窓から砂埃が

入ってくる度にタオルで拭いている。ミキさんは，

几帳面で定規で図形を描く時などに風が吹くとイ

ライラしてしまう。この教室は道路にも面してい

るため，騒音も聞こえてくる。マサヒロくんは大き

な音が苦手なので窓を閉めてしまう。窓を閉める

と教室の中は暑くなるが，マサヒロくんはぬらし

たタオルを首に巻いている。クラス委員のナミさ

んは，リュウジくんにマサヒロくんは我儘だと相

談されたが，自分自身は窓を全部開けなくても我

慢できると考えていた。(鎌塚，中村ら 2017)13) 
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うしたらいいのか対話することを通して，相手の状況

や感じ方，考え方を受け止め，その思いを大切にする

気持ちをもつことができる｣ことを目標に実施した。 

授業当日も残暑厳しい日だったため，授業前にあえ

て教室の窓を閉め，ケースと同じ状況を体感させた。

子どもから｢暑い。｣｢窓開けていい？｣などの声が出て

きたところで窓を開け，教師は｢3 年 1 組ではどんなこ

とが起こったのかな？｣と投げかけた。さらに｢アトピ

ー性皮膚炎のミドリさんはなんで窓を閉めたいの？｣

｢他に困っている人はいる？｣と質問し，登場人物の状

況を確認した。A 男は｢席の問題。席替えをしようって

誰かが言えばいい｡｣と発言した。｢なんで A 男くんは

席替えをしようと思ったと思う？｣と全体に問いかけ

たところ，子どもからは賛成と反対両方の意見が出さ

れた。｢3 年 1 組は快適ではない。｣と思っていること

を確認した上で，｢快適に過ごすためにはどうしたらい

いんだろう？｣と投げかけた。子どもから出された｢席

替えをする。｣｢半分窓を開ける。｣｢首にタオルを巻く。｣

｢廊下の窓を開ける。｣の考えを板書し，自分の考えと

近い立場のところにネームプレートを貼るようにした。

その立場にした理由を聞いた際に，｢席替え｣という意

見が一番多かったことから，｢そうすると暑がりのリュ

ウジくんはいつでも窓側にいるってこと？｣｢みんなそ

れで納得できる？｣と子どもの考えを揺さぶる質問を

投げかけた。子どもからは｢季節によってあそことかっ

てわがままだと思う。｣｢考えが変わった。｣など口々に

意見が出された。ここまで考えてきたところで｢どうし

て意見が分かれてしまったんだろう？｣と問いかけた。

すると，｢だって人間だもん。｣｢一人ずつ違う。｣｢みん

な考えが違う。｣等，意見を一つにまとめていくことの

難しさを感じたという意見が出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業の様子＞ 

この道徳の授業では，アトピー性皮膚炎の子，暑が

りの子といった様々な立場の子がいることを疑似体験

しながら，登場人物それぞれの気持ちを考えていった。

そして，その子の気持ちに寄り添えば寄り添うほど，

全員にとっての｢かいてき｣が難しいということに気付

いていった。今回の授業はこのように結論が出ないま

ま終了となったが，ここもケースメソッド教授法のね

らいの一つであると考えている。はっきりしないまま

終わり，授業後も話し続けることで，今後似たような

ことが起こった時，問題解決の思考が生まれてくる。 

今回の授業を通して，子どもには，同じ教室にいる

一人一人の感じ方が違うという｢多様な価値観への気

づき｣があったことが振り返りシートから分析できた。

ある女の子は振り返りシートに｢“かいてきな”をどう

してもほうほうがまだないからわからない。｣と書いて

いた。このように快適の根拠となる知識がなかったこ

とも，結論が出なかった一つと考えられる。その根拠

を得るために，また根拠を得た上で，ケースメソッド

で感じた多様性の視点で気持ちの良い生活環境につい

て考えていけるよう，次時の授業へつなげていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業後の振り返り(一部)＞ 

 

(8) 保健 第⑤時｢気もちのよい生活かんきょう｣ 

 授業前の休憩時間から火をつけた線香を教室に置き，

教室の前半分の電気を消しておくという環境を作って

おいた。また，太陽に見立てたスポットライトを運動

場側の窓上部にセッティングした。そして，｢空気の入

れ替え実験や明るさによる見え方実験を行い，快適な

教室にするために大切だと思うことを話し合ったり，

健康について今まで学習してきたことを振り返ったり

することを通して，健康に過ごすために自分ができる

ことは何なのかを考え，実践していこうとする思いを

もつことができる｣ことを目標に授業を実施した。子ど

もは今の教室環境について，｢いいにおい。｣｢臭い。｣

｢ずっと嗅いでいたら鼻が痛くなった。｣などの反応を

した。｢線香の匂いが好きな人と嫌いな人がいるけど，

なんでそんなに分かれちゃうんだろう？｣と問いかけ

ると，｢一人一人心が違う。｣｢好き嫌いがある。｣とい

う発言が出てきた。そしてさらに，すべての電気を消

すという環境を作ると，｢暗い。｣｢暗くない。｣と両方

の声が聞かれ，むしろ電気を消した状況で授業をした

いという反応も見られた。しかし，｢暗いところで字を

書いたら目が悪くなっちゃう。｣｢暗くすると黒板が見

にくい。｣と発言する子もいた。教室を通常の状態に戻

していくと，ある女の子が，道徳で使用したケースの

資料を持ちながら，｢これって快適な教室につながって

・たくさん良い方法がありました。反対の子でもよ

い意見がたくさんありました。 

・自分いがいのいけんをきいて，分かりあって，自

分いがいの人の気もちにもなれるから，私はほか

の人のいけんをきいた方がいいと思いました。 

・一人一人が言いたいことを相手につたえたり，そ

の相手の思いを｢分かりあう｣ということです。 

・みんなちがう考え方があることを知ると，ほかの

子たちのことも考えられるようになりました。 

・あいての気もちをしっかりかんがえるのが本当

にたいせつだと分かった。 
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るんだよ。｣と，前時の授業の内容に絡んだ発言をした。

そこで道徳の授業でどのようなことをやったか思い出

させるような投げかけをした。子どもが｢砂ぼこり｣｢大

きな音｣｢アトピー｣などを思い出したところで，｢みん

なの“快適な教室について”が違うと思うんだけど，

みんなにとって快適な教室って何だろう？｣と投げか

けた。子どもからは｢電気が明るい。｣｢換気をしてい

る。｣｢暑さをなくす。｣などの発言が出てきた。また，

｢暗いと気持ちが暗くなり，授業に集中できない。｣と

いった心情面についての発言もでてきた。 

 空気の入れ替え実験では，実験用の段ボールハウス

を 2 つ用意し，その中を線香の煙で充満させ，窓を 1

ヶ所開けた場合と，2 ヶ所開けた場合で，ハウスの中

の煙の流れの違いを見た。子どもは窓を 2 ヶ所開けた

方が煙が早くなくなったことに気付いた。また，明る

さによる見え方実験では，強い光源となるスポットラ

イトで教室を照らした。つけた瞬間，子どもからは｢ま

ぶしい。｣という声が聞こえた。そして｢太陽だ。｣と声

に出す子もいた。子どもにどう思ったか尋ねると，｢暗

くてもダメ。明るすぎてもまぶしくて授業に集中でき

ない。｣｢カーテンを閉める。｣といった発言が聞かれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 つの実験をした後，改めて「快適な教室にするに

はどうしたらいいだろう？」と子どもに投げかけた。

子どもからは｢明るすぎたらカーテンでふさぐ。｣｢電気

をつけて，換気をする。｣などの意見が出された。最後

に養護教諭は，｢空気が汚れていたり明るすぎたりする

と，頭が痛くなったり，授業に集中できなかったり，

暗い気持ちになったりすること。教室などの部屋の環

境も，体の元気，心の元気，健康のために大事である

こと。でも感じ方も人それぞれ違うので，健康のため

に大切にしなくてはならないことがわかった上で，そ

の時々で何を大切にしなくてはならないかも考えてい

かなくてはならないこと。｣について話をした。この保

健の授業では，部屋の明るさや空気の入れ替えの実験

で，子どもはそれぞれの感じ方の違いを表現していた。

実体験を通して自分事として考えることができ，その

ことによって自分たちにも感じ方の違いがあることに

気付くことができたと思われる。 

 この授業の最後の場面で，子どもに，今まで学習し

てきたことも含めて健康について考えたこと，健康に

過ごすために大切だと思うことについて，振り返りシ

ートを書かせた。振り返りの一部は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

＜単元終了後の振り返り(一部)＞ 

 

４ 横断的学習によって多様な価値観に触れる学び 

～Ａ子の変容から～ 

 勝気で活発な A 子は，その勝気さが故に相手に対す

る言葉遣いが強くなってしまい，友だちとトラブルに

なることもある。しかし，クラスで早退する子が出た

時などには，その子の荷物の準備を誰よりも早く始め

る姿など，A 子の優しさが感じられる行動も見られる。

ケースメソッド教授法を用いた道徳｢あの子がいるか

ら大丈夫｣では，クラスの中で何かあった時にいつも助

けてくれるマモルくんが，代わりにやった給食当番で

１年に１回しか出ない五目ラーメンを担当し，それを

こぼしてしまうというケースについて考えた。マモル

くんがどんなことを思っていたかについて，｢悲しい。｣

｢嫌な気持ち。｣などの考えを出し合っている中，A 子

は別の視点から｢給食当番も少しは働いたらいいと思

う。｣と発言した。しかし，｢私がこのクラスの一員だ

ったらどうする？｣と投げかけると，A 子は｢(マモルく

んと)一緒に拭いてあげる。｣と発言していた。A 子は

きつい言い方をしてしまうこともあるが，心の中では，

友だちのことを考えられる優しい子であるととらえた。 

 そんなA子の学びを振り返りシートをもとに分析し

た。第①時の振り返りには｢けんこうはゆめにつながる

こと。｣という抽象的な言葉が一言書き記されており，

第②時の振り返りには｢早ね早おきをがんばる。あいさ

つをする。｣という，これからの生活でやっていきたい

ことを簡潔に記していただけだった。しかし，第③時

の振り返りになると｢しっかりあらったつもりでもよ

ごれがついているから，とくにきをつけてあらう！な

によりけんこうが大事だからけんこうに気をつける。｣

と，本単元の軸となる｢健康｣につなげる振り返りを書

いていた。全単元が終了したところで，子どもに①養

護教諭が入って授業をやった良さ，②ケースメソッド

教授法を活用した道徳をやって考えたこと，③保健の

授業をやっていて道徳の授業のどんなことを思い出し

たか，についてワークシートに記入させた。A 子は，

①では｢健康に近づけた気がします。３食食べるように

・体も元気，心も元気ということがしあわせにつな

がっていることが分かってよかったと思う。 

・明るさのことやせいけつ，食事，うんどう，ねる・

おきるなどのことをきっちりとやればけんこうに

もなれるし，心もきもちよくなれるから，そのこと

が大切だとおもった。 

＜空気の入れ替え実験＞ 
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家ぞくに言ってみたら父も食べるようになりました。

(一部省略)｣と書いていた。保健学習によって自分だけ

でなく家族の健康にも目が向き，家族を巻き込んでい

くことができたのは，A 子に見方・考え方の広がりが

あったからではないだろうか。また②では，｢人の気も

ちを考えてみるのが大事だなぁと思います。(中略)自

分にじしんがなくていえない言葉もいえるようになり

ました。(省略)｣と書いていた。友だちへ強い口調で言

ってしまう A 子は，たくさんの立場で相手の気持ちを

考え，多様な価値観に触れることを通して，自信をも

って周囲と関わっていくことのできる成長のきっかけ

となったのではないかと思われる。さらに③では，｢ほ

けんでは気づかなかったことを，どうとくをやってい

て気づいたことがあってよかったです。｣と書いていた。

保健と道徳の横断的学習をすることによって，保健で

の学びは，知識を習得し自分事として考えるところか

ら一歩進み，周囲には様々な人がいるという視点に立

って，多様な価値観で健康づくりを考えていくことの

できる学びになるのではないかと思われる。 

 

５ 成果 

本実践を通して次のような成果が見えてきた。 

1 つ目に，保健学習で目指す目標，道徳の授業で目

指す目標をそれぞれ整理し，ねらいの共通点を意識し

て実践したことで，それぞれの教科で学ぶ良さが見ら 

れたことである。最終時まで終了したところで子ども

は全単元の振り返りをした。その中で，子どもに保健 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 つ目に，単元構想を作る段階での養護教諭の専門 

性を活かした教材や提示資料の検討，授業での子ども

の思考の整理や健康についての知識の習得を促す関わ

りにおいて，担任と連携することで子どもに学びが生

まれたことである。子どもに担任と養護教諭が一緒に 

授業をやってよかった点について，振り返りシートに 

記入をさせた。それらを養護教諭の専門性につながる

ような言葉を抽出の観点として KJ 法を用いて分析し 

たところ，58 のコードが抽出された。さらにそれらは 

の授業をやっていて道徳の授業のどの部分を思い出し

たか，振り返りシートを記入させた。それらを保健と

道徳の横断的学習の価値につながるような言葉を抽出

の観点として KJ 法を用いて分析したころ，18 のコー 

ドが抽出された。さらにそれらは 5 のカテゴリーに分

類された。（以下（ ）内にコード数を示す。）“多様な

価値観への気づき(7)”“他者への思い(6)”“横断的学習

の意義(2)”“思考の継続(2)”“自分への自信(1)”であっ

た。振り返りシートを見てみると，今回の保健学習で

目指す目標(健康な生活についての知識・理解など)の

記述とともに，特徴的だったのは｢他者への視点｣｢人そ

れぞれ違うこと(多様な価値観)｣｢気持ち・心の元気｣に

ついて書かれていたことである。これらは道徳での学

びがあったからこそ出てきたものではないかと考える。

それはまた，道徳の授業で様々な意見を出し合い，多

様な価値観に触れながら｢考え，議論｣することができ

ていたからではないかと思われる。保健，道徳の学習

それぞれが教科の目標に向かって授業を行っていくこ

とについては，横断的学習においても変わらない。そ

して，インクルーシブ教育の視点が益々重要となって

くる中で，保健学習において｢多様性・共生｣という見

方・考え方は大切にしていかなくてはならない。ケー

スメソッド教授法のように，ケースの疑似体験によっ

て学習の成果を実践に活かすことが推進されるものと

予想される 15)。道徳の目標を踏まえた上で保健学習が 

活きる，また，保健の目標を踏まえた上で道徳の学習

が活きる授業づくりをしていくことが大事である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 のカテゴリーに分類された。（以下（ ）内にコード 

数を示す。）“養護教諭が話す意義(22)”“実験について 

(12)”“授業で感じる気持ち(12)”“健康に対する意識の 

高まり(7)”“授業の内容(5)”であった。養護教諭が授

業に関わる意義は大きいと思われるがA県の養護教諭

の保健学習の実施率は年々減少傾向にある 16)。日常の

保健室経営を基本としつつも，子どもの健康を支える 

一つの手段として，学校の実情に応じて実践していく 

ことが大切であると考える。 

表2 保健の授業をやっていて道徳の授業のどの部分を思い出したか 
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６ 課題 

課題としては次のようなことが挙げられる。 

 今回の保健と道徳の横断的学習は，ケースメソッド

教授法による道徳によって，多様な価値観への気づき

を得た子どもが，保健の授業で健康な生活を実現して

いくための知識や技能を身につけた上に，保健の教科

特有の見方・考え方として多様性・共生の視点に立っ

た深い学びができるのではないかと考え，実践した。

しかし，健康な生活についての知識を習得させること

は常に意識していたものの，保健の 1 時間の授業展開

として見たときに，保健での学びを自分事としてとら

えるためには，特に生活環境の学習において，｢みんな

のために｣というだけでなく｢自分の健康のために｣と

いう視点でも考えさせる場が必要だったかもしれない。 

 新学習指導要領によって行われていく保健学習とケ

ースメソッド教授法を活用した道徳との横断的学習は，

子どもによって有意義な学びとなっていくと思われる。 

しかし，ケースメソッド教授法そのものをとってみて 

も，教師側の視点に立った実践事例は報告されている

が，子ども側に立った視点での実践とその意義につい 

ての報告はまだ少ない。現代的な諸課題に対応して子

どもに求められる資質・能力をよりよくはぐくんでい

くために，実践を積み重ね，意義を検証していきたい。 

 

 なお，倫理的配慮として，本文中の写真については，

本人及び保護者の許諾を得て掲載している。 
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